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パネルディスカッションの狙いパネルディスカッションの狙い

ＭＯＴ人材がもたらすイノベーション

-日本型ＭＯＴを求めて-
イノベーションの課題･体制と

ＭＯＴ人材の必要性

研究から事業化の過程での

ＭＯＴ人材の必然性

日本ＭＯＴスクールの欠陥と改善

日本型ＭＯＴに期待すること



マーケットクリエート時代の革新（久間他）

技術革新(Technology-Innovation)
＋

経営革新(Management-Innovation)

エクサレントカンパニー

知価社会(Value Added Society)

＝



技術革新（イノベーション）技術革新（イノベーション）
経営革新（イノベーション）とは何か経営革新（イノベーション）とは何か

吉川：産業の軸心移動をもたらす。
開発と環境維持を両立するのも科学、しかし
この１０年は逆の動き

久間：マーケット、プロダクト、プロセス革新、
ロードマップ、人材



技術・経営イノベーションにおける技術・経営イノベーションにおける
大学の役割とＭＯＴ大学の役割とＭＯＴ

大学 企業

理学 工学
アナリティック 技術

経済 経営 ビジネス

ＭＯＴ
シンセティック

逆転カリキュラ

Win-Win関係構築
大学院機能の

再検討



吉川先生：吉川先生：
2121世紀における日本の世紀における日本の技術技術イノベーションイノベーションの仕組みの仕組み

基礎的
科学技術知識
（20世紀よりもはるかに
豊富になった）

企業（製造業）
における製品化

高度経済成長時代の
知識を流す道がなくなった

大学、独法研究所、
企業の役割

新しい産学連携
によって道を作る

大学 産業

本格研究、
新しい人材：
MOT, 
産業技術アーキテクト

伊佐山、久間
①日本の「強み」
②現実的な「仕組み」
③オープンイノベーション
④ロードマップ
上野
⑥中小連携
中村
⑦先端科学とものづくり融合

従来の流れ

新しい流れ

世界的傾向
日本も同様



技術・経営イノベーションにおける技術・経営イノベーションにおける
ＭＯＴ人材の必要性ＭＯＴ人材の必要性

田中：文科省として積極支援

吉川：夢と現実間の悪夢を克服できるＭＯＴ、
シンセシスで複数デシプリンが必然、
産業技術アーキテクトは現場から出たＭＯＴ

伊佐山：トップの経験を積む、グローバル視
点の涵養→ＭＯＴ教育機関で対処するか

上野：中小企業は技術経営のモデル



移民問題

デスバレー

知財権

企業誘致

TLO

公務員活性化

海外投資の受け入れ

外資受け入れ

職業訓練

サイエンスパーク

ベンチャー

中小企業イニシアチブ

EUフレームワーク

ITクラスター

MBAのMOT化

MSのMOT化

PSMの誕生

MOTの誕生

国境越え

ASEANの統合
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伊佐山、林先生：MOT大学院の世界動向

欧米 オープン型
標準化＝マニュアルが基本
「大量生産、大量消費、廃棄」型生産方式

日本 クローズド型
「多品種少量生産、省資源･省エネルギー、
リサイクル型」生産方式

「レンガ造り」と「石垣造り」の差
職人の経験則に依存し、標準化、
客観化が困難。
→経営効率を上げるには、

「擦り合わせ」というチームプレー（暗黙知）
作業のウエイトを高める（差異化する）



企業戦略

企業組織 企画・設計 財務

マーケティング 研究開発 知財・標準

ＣＳＲ 企業法務

使用・安全

製造・安全

環境変化 変化に対応できる
柔軟な対応

工学教育（アナリシス）

ＭＯＴ教育（シンセシス）



伊佐山、久間、上野先生：伊佐山、久間、上野先生：
ＭＯＴ人材への要望ＭＯＴ人材への要望

１．基礎的な経営資質
① 正しい時代観を持つ

② 自他を客観的に評価する
③ 実行し、結果に責任を持つ
２．競争に生き残る条件（経営の応用能力）
① 「差別化」戦略を実践する
② 「グローバル化」戦略を実践する
③ 自社の戦略に合致した思考
ＭＯＴに期待する人材教育
１．急激な変化に対応できる柔軟性
２．社内･社外と協力できる精神力
３．専門分野に高い技術･技能
４．中小企業の立場を理解
５．素早く判断して行動できる行動力



技術イノベーションとは何か？技術イノベーションとは何か？
（１）総合的技術改良により、

技術社会要望に応える：

Integrated Innovation  (Linear Model)
(2)科学的知見を基に、
従来に無い新技術を創出：

Scientific Innovation (Parallel Model)
ＩＴ，ＢＴ，ＮＴなど



日本の技術イノベーションの強み日本の技術イノベーションの強み

Integrated Innovation  (Linear Model)
Scientific Innovation (Parallel Model)

＋

作り込みの技能と技術の高さ(現場力）

中
村
提
言



これからの技術イノベーション方法これからの技術イノベーション方法
技術傾向

巨大・システム化 複雑・微細化 NT，ＢＴ化 知能・デジタル化

個企業の限界

アライアンスによるシナジーイノベーション
Synergy Model

中小企業の作り込み技術大学等の技術シーズ

上野

特色ある
連携努力を！



経営イノベーションとは何か経営イノベーションとは何か

１．変化する経済と世界を、

客観的に読み、判断し、柔軟に対応

２．世界の中の日本企業

他との違いを押し出し、グローバルに展開

３．社会的責任

企業利益を挙げ、社会を涵養できること

循環型社会への貢献



日本型
技術イノベーション
(改良型と科学型の
ミックス）

日本型ＭＯＴ教育
(技術発の経営層）

日本型
経営イノベーション
（技術蓄積、技術
ベース）

勿体無い意識



企業戦略

企業組織 企画・設計 財務

マーケティング 研究開発 知財・標準

ＣＳＲ 企業法務

使用・安全

製造・安全

環境変化 変化に対応できる
柔軟な対応

工学教育（アナリシス）

ＭＯＴ教育（シンセシス）



文部科学省専門職大学院設置認可

技術経営系研究科

１０大学

一般の工学系大学院

ＭＯＴコース

民間のＭＯＴ的研修

社会・企業におけるＭＯＴ／技術経営情報

広義のＭＯＴ

全国で数十コース

METI, ＭＯＴコンソ

日本型ＭＯＴの

ディシプリン確立

我が国ＭＯＴ教育
への波及

Network of 
MOT Ｅｄｕｃ．

Network of 
MOT



御礼申しあげます御礼申しあげます

今回シンポジウムを財政支援いただいた文部科学省

前回シンポジウムを財政支援いただいた経済産業省

基調講演の吉川弘之先生

パネリスト各位

シンポジウムを取り纏められた東京農工大学中村昌允
教授と各大学関係者

会議進行を引き受けていただいた(株)ケアブレインズ



ご清聴ありがとうございました！ご清聴ありがとうございました！

ご質問、ご意見は下記にお
願いします。

y-furuka@cc.tuat.ac.jp


